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2016年11月27日 第6回 「ふろタンインタビュー」

「ミャンマーの手しごと雑貨の店」
ミャンマー祭り2016の「dacco.」のお店
ミャンマーの伝統技術の継承

11月の恒例行事になった「ミャンマー祭り」、
会場の芝の増上寺の正門を入ったすぐ前のテ
ントの店「dacco.」、客で賑わう店の前での突撃
インタビューです。
店主の和田さんは、母から子へ伝えられてき
た繊細な編み物技術など、ミャンマー各地の
伝統的な工芸品づくりを支える職人さんの技を
適正な報酬で広く流通させたいと、 2010年に
ヤンゴンで手しごと雑貨の店「dacco.」を立ち上
げました。ミャンマーの人たちが伝統技術と文
化に誇りを持ち続け、日本とミャンマーとの親し
い交流の場づくりを目指して取り組んでいます。

和田直子さん



「dacco.」ヤンゴン店



2016年11月27日 「ストーリーマップ」 ー語りかける地図ー 発行

日緬交流型スタディツアー
に向かって、ふろんてぃあタ
ウン工房が製作した御嶽山
とビクトリア山が表裏一体と
なって山を愛し大切にする人
たちに語りかける地図が、
「ミャンマー祭り2016」でデ
ビューしました。

協力；木曽ユネスコ協会
ミンガラバー・ユネスコクラブ



ストーリーマップ ー語りかける地図ー

「御嶽山とビクトリア山」

日本とミャンマーとは、ビルマ
の時代からの長い歴史の中で、
深い交わりがあった国です。
両国の「山と共に生きる地域
づくり活動」に取り組む町や村
が互いに協力し、親交を深め、
『手を繋ぐ名山・山麓都市友好
交流ネットワーク』を形成する…
この「ストーリーマップ」は、そん
な「夢」に向かうガイド役になり
たいと思っています。

英訳版とセットで販売しています
定価1,500円＋税







日本発の第1回ツアーは
ストーリーマップを手にして出かける

ビクトリア山トレッキングと
チン族が育んできた

織物技術見学を組み合わせた
スタディツアーです

2017年4月21～30日 スタディツアー２０１７



2017年5月12日 スタディツアー２０１７帰国報告会

ふろんてぃあタウン工房が企画した初の「ス
タディツアー2017」は、想定外の単独行に
なりました。旅人は藤田直人、実は22年前
にもミャンマーに行っています。日程はどちら
も10日間、発着空港の成田と羽田が違うだ
けで、どちらもバンコク経由そしてどちらもひ
とり旅！今回はスタディツアーから変身した
個人旅行のような旅になりましたが、国内便
を使わずにバスで移動するなど、藤田流の
ヒッチハイクスタイルが色濃く反映しています
「帰国報告会」は、5月12日(金)日本橋の

URリンケージ会議室で行いました。

1995年・エーヤワディー川 2017年・エーヤワディー川

1995年・バガン 2017年・ビクトリア山



2017年5月23日 第7回 「ふろタンインタビュー」

「ミャンマーの時の流れを想う」
ビルマの時代に過ごした中学生生活
農村の暮らしを豊かにするために！
次世代につなぎたいこと

ビルマの時代の1980年代前半、
お父さまの大使館勤務で家族で
ビルマに行き、ラングーン日本人
学校で中学生生活を過ごした岡本
さん、この3年間が原体験になって
発展途上国の開発経済学を目指
し、1998年～2000年はアジア経
済研究所の海外派遣員としてミャ
ンマーでの２度目の滞在。
現在は東洋大学国際地域学部
でミャンマーの農村の暮らしに如何
に豊かさをもたらすか、毎年学生を
連れて農村調査に訪れます。
思いどうりにならないから面白い、
失敗を恐れずに果敢に挑戦をと次
世代の学生たちに伝えています。

岡本郁子さん



学生たちで編集した
「2016年度 ミャンマー研修報告書」

ビルマでの中学生生活を過ご
したラングーン日本人学校



2017年9月27日 第8回 「ふろタンインタビュー」

《びるまの竪琴》で『ビルマの竪琴』
ミャンマー料理店《びるまの竪琴》
『ビルマの竪琴』と昭和の記憶
それぞれの未来に向かって

ココさん・林茂雄さん

恵比寿のミャンマー料理店「びるま
の竪琴」の名前はどのようにして決め
た？店主ココさんが「ビルマの竪琴」
を知ったのは、本？それとも映画？
店のテーブルの上に発行年が異なる
数冊の「ビルマの竪琴」の本を並べて
のインタビュー。
太平洋戦争末期のビルマ戦線で
のインパール作戦、お父上が白骨街
道から帰還した兵士の一人だった林
さん、生死を共にした人たちが遺して
いった資料・幻の出版本の話など伺
いながら、歴史を遡った昭和の記憶
を色々と話し合いました。



タビィニュ寺院の日本兵慰霊碑

１９５６年の映画ポスター

１９８５年の映画「ビルマの竪琴」



２０１８ 「ミャンマー・
スタディツアー」報告書

2015年のふろタン工
房第3次隊の時の帰国
レポートは、 「ＯＹＡＪＩ３
匹ナマタンを目ざす」 と
いう旅日記で報告しまし
たが、ミンガラバー・ユ
ネスコクラブのスタディ
ツアーは女性３人隊の
旅日記、詳細な活動報
告が載っています。

2017年11月28日付ふろタン通信NO.23
ミンガラバーユネスコクラブの「スタディツアー2018」の案内を掲載 ※24号で報告会・25号は旅日記

レグーの小学校

・ヤンゴン郊外の僧院

バゴーの寺子屋



2018年2月9日 第9回 「ふろタンインタビュー」

「年中行事と室礼」＋「江戸東京学」のまちづくり

2014年に高円寺の「ぽれやぁれ」で
スタートした「ふろタンインタビュー」、同
じ会場での2018年最初のインタビュー
は、法政大学で長くエコデザイン研究
に取り組んでこられた髙橋賢一さんと、
奥様で室礼研究家の久子さん、お二
人そろってのインタビューです。
日本住宅公団時代の思い出話から
自然と共生し感謝する日本の伝統行
事、歴史的な環境インフラのことなど
興味深いお話を伺いました。

髙橋賢一さん・久子さんご夫妻

幻の「ニュータウン物語」と草創期のニュータウン
旧暦で学ぶ日本人のこころと暮らし
土地に根付く伝統行事とエコ空間まちづくり



㈱都市開発技術サービス

「創立20周年記念誌」 座談会
1997年4月発行

都市づくりパブリックデザインセンター
機関誌「都市＋デザイン」 vol.9
1994年9月発行

水辺都市づくり を発信

『お母さん仕事』 ひぐまあさこ著



2018年5月14日付ふろタン通信NO.25
ふろタンインタビュー第3回に登場いただいた大成栄子さんと、第4回の藤川和美さんが
それぞれ取り組まれている二つのイベントについて紹介しています
「西村公朝 芸術家の素顔」 2018年4月21～6月3日

2015年8月の第3回インタビューで、ご夫妻で「天空の山と
祈りの造形」と題してお話しいただいた大成栄子さん、その年
はお父上の西村公朝生誕100年の年でしたが、大切にされ
ていた公朝作品を吹田市立博物館に寄贈された今年2018
年は、収蔵記念特別展が開催されました。
千里ニュータウンの一角にある博物館でのオープニングイ

ベントでは、弟の愛宕念仏寺住職西村公栄さんのシンセサイ
ザー演奏の後、栄子さんが
「祈りの造形の原点を歩く
ー中国従軍編」という題で
講演されました。

「ミャンマー大紀行」 2017年12月9日～2018年5月6日

2015年12月第４回インタビューは、アースウオッチ・ジャパンの
安田重雄さんとご一緒に「植物図鑑で森守れ」というお話を伺い
ました。
半年間にわたって牧野植物園企画展「ミャンマー大紀行・碧き

回廊をゆく」が行われ、展示室の企画から現地見学ツアーのガイ
ドまで藤川さんが中心になって活躍されました。

2014年３月のふろタン工
房第２次隊（赤川隊長）
がカンペレで会った、ウ
・シェイン元ナマタン国立
公園事務所長も４月30
日の講演会に出席されて
います。



2018年7月12日付ふろタン通信NO.26
いつも参加している二つの行事、「ミャンマー祭り」と「御嶽山登山道整備活動」が、
今年は6月30日と7月1・2日 三日間連続で行われました



2018年12月20日 第10回 「ふろタンインタビュー」

まちナビ倶楽部の「居心地観察会」

小澤さん・桂さん

「まちナビ倶楽部」は平成１７年６月の
設立、既に１３年の活動実績を持つNPO
団体で、「ふろんてぃあタウン工房」を設
立する時から、先輩格法人として色々と
アドバイスを頂いたりし、交流を図ってきま
した。
「まちナビ倶楽部」の年末最後の定例会
が飯田橋の東京都ボランティアセンター
で行われ、開場準備中の会議室の片隅
をお借りして昼弁当を食べながら、慌ただ
しい師走の突撃インタビューです。
「まちナビ倶楽部」理事長小澤一美さん
とまち歩き活動「居心地観察会」仕掛人
の桂久誼さん、前身の「Nの会」の話まで
遡りながら「居心地観察会」のあゆみを伺
いました。

「Nの会」から「まちナビ倶楽部」へ
「居心地観察会」のベストポイント



板橋宿・大山ハッピーロード

京島

京橋・銀座

『居心地観察会ベスト５発表！』 トップ；防府・山口・萩・下関

砂町銀座



  

NPO法人 ふろんてぃあタウン工房 
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◆4月 10日 グループ団体賛助会員 第１号プロジェクトチーム がスタートしました 

    

 

セミナーの講師は「スケッチ散歩普及会」チームリ

ーダーの竹川清和さん、UR 都市機構の前身の日本住宅

公団の時代から造園コンサルタントとして都市の緑空

間づくりを数多く手がけてきた造園家です。 

セミナーの前半は竹川さんの森づくり論、造園専門

誌『ランドスケープデザイン』は 2016 年に「自然か

ら学ぶ竹川清和さんの森づくり」というタイトルで特

集を組んで次のように紹介しています。一般的にはま

っすぐな姿の良い樹をたくさん植えることが美しい森

をつくると考えるが竹川さんは「悪い樹も良い樹もす

べて含め一つの環境をつくっているのが森」と考えて

いる。竹川さんの森づくりはタネ採りから始まる。そ

れは森がどのようにしてできるのかを自然から学ぶた

めである。そして自然の豊かさを決める土壌動物から

昆虫、里山のけものたちの姿まで巧みなスケッチで

次々と描いていくのです。 

後半は「飯能の自然の回廊」づくり提案時のイメー

ジルートマップにまちの骨格空間スケッチを描いた話

に移って、ここからは「まちナビ倶楽部」の会津光晨

さんも加わり居心地観察会というまち歩き調査で描い

たスケッチ事例を紹介してもらいました。会津さんは

奥さまの千幸さんもスケッチ愛好家で、季節の花たち

という植物画集の絵葉書セットを、今回のセミナーの

出席者全員にプレゼントしていただきました。感謝！ 

会場は高円寺の「ぽれやぁれ」、桜の季節なのに桜吹

雪どころか冷たい雨が窓をたたく嵐の夜の、テーブル

を囲んでの和やかなミニセミナーになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
会津夫妻のスケッチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   「スケッチ散歩普及会」に関心を持たれた方はこちらへ takekawa@kb4.so-net.ne.jp  

 

◆2019年度総会 4月 16日に UR リンケージ会議室で開催 
 

議題１．平成 30 年度活動報告・会計報告    

２．平成 31 年度事業計画・活動予算（案） 

①自然環境整備事業に取り組む団体とのネットワーク形成の推進 

②技術研究所の活動と連携した JICA 関連ツアーを検討して実施 

③グループ団体賛助会員プロジェクトチームの地域づくり活動推進 

３．役員人選 

（継続）事務局長・技術研究所長・渉外担当役・監事 

（再任）理事長・副理事長・プロジェクト推進室長・広報センター長 

（退任）高田睦夫事務局次長→新年度は事務局次長を置かず、西原歩 

新賛助会員が事務局員として会計業務を担当します。 

 

目的を共有する団体との協力・連携ネットワークをさらに強化し、「令和」の 

     時代も活動を続けてまいります。皆様のご支援よろしくお願いいたします。 

 

◆「ミャンマー祭り２０１９」 2013 年にスタートした「ミャンマー祭り」、今迄も

飲食コーナーの「びるまの竪琴」で食事をしたり、「ミンガラバー・ユネスコクラブ」

と「ピース・イン・ツアー」の協働テントに立ち寄ったり、「dacco．」のテントでは

突撃インタビューを行ったりしながらミャンマー文化に触れてきました。 

5月 25・26日 春の芝増上寺に出かけ「ミャンマー祭り」を楽しみましょう！ 

2019年5月10日付ふろタン通信NO.30
今年のゴールデンウィークは令和スタートの10連休で5月4日はみどりの日、通信30号
は森づくりと都市の緑空間づくりセミナーの報告です。



2019年7月26日付ふろタン通信NO.31
5月の「ミャンマー祭り2019」では、世界平和祈念法要に参加
そして7月6日、バガン遺跡が愈々「ユネスコ世界遺産」になりました！



2020年1月17日 第11回 「ふろタンインタビュー」

ミャンマーとの絆「今泉記念ビルマ奨学会」

今泉さん・ティティレイさん

２０２０年のふろタン新春インタビューは、
第二次世界大戦のインパール作戦に従軍し
、その時の体験から１９８９年に今泉記念ビ
ルマ奨学会を立ち上げた今泉清詞さんと、そ
の奨学金で日本で勉学し今は奨学会の理
事長を務める城西大学理学部客員教授で
国際教育センター副所長のティティレイさん、
埼玉県鶴ヶ島市の今泉会長のお宅に伺って
お二人からミャンマーとの絆のお話を色々と
伺いました。
鶴ヶ島市は東京五輪・パラリンピックのホス
トタウンになりました。平和の祭典が架け橋に
なって両国の仲が一層深まること願ってお二
人は活躍されています。

語り継がれてきたインパール作戦
「今泉記念ビルマ奨学会」の活動・未来を見つめて！



ミャンマーとの絆を感じる今泉家の応接間



ふろタン通信36号・37号も自粛生活が続く中での発信になりました。

2020年7月27日付 ふろタン通信第36号

毎年4月か5月には開催していたふろタン工房総会が新型コロ
ナウイルス影響で延び延びになって7月9日にやっと開催になり、
あと半年しか残されていない異例の令和２年度がスタートですと
書いています。

URワンゲル同好会の月例山行は４月からすべて中止、ミンガラ
バー・ユネスコクラブと交代で行うことにしていたミャンマーのスタ
ディツアーは新型コロナで入国出来ずに中止、これからのことにつ
いて改めて関係者と相談するとした 総会の報告を掲載、その後
高円寺の「ぽれやぁれ」で行った「ミンガラバー・ユネスコクラブ」と
恵比寿の「びるまの竪琴」との情報交換の内容を掲載しました。

2021年1月18日付 ふろタン通信第37号

2021年の新春号ですという見出しで発信した通信37号の頭
書きは次のように書いています。 2019年にはNO.28からNO.33まで
6号発刊した「ふろタン通信」ですが、NO.35以降すべての行事が
止まったままで、遅れて開催した令和2年度総会の報告を載せた
7月のNO.36 を最後に1年間で僅か3号の発刊で終わっていました
今年は正月7日に1都3県緊急事態宣言が出て、さらに厳しい自
粛ムードが当分続きそうですが、活動を再開できる日を目指して
「ふろタン通信」は皆さんから寄せられた情報の発信を続けてい

きます。 そして2021年からふろんてぃあタウン工房の新本部が、
恵比寿の「びるまの竪琴」になることを伝えています。

高円寺「ぽれやぁれ」

恵比寿「びるまの竪琴」




